
  

  

へミシンク（脳半球同調）による死後体験探索

と霊界論  
 

                                                         鮮文大学校  柳在坤  

   

 

  ＜目 次＞  

Ⅰ 初めに   

Ⅱ 体外離脱体験  

  1 一般的な体外離脱体験  

  2 ヘミシンクによる体外離脱体験  

Ⅲ モンローのフォーカス・レベルの内容  

  1 死後の世界  

  2 過去世体験  

  3 死後世界の先の世界  

  4 スーパー・ラブ  

 

Ⅳ 統一思想の霊界論  

  1 神様が人間を創造した目的  

  2 死後の世界である霊界は実存する  

 

Ⅴ 終りに  

 

 

Ⅰ 初めに  

 

 死後の有無について人類は有史以来議論してきたが、結論をみるに至っていない。

それは死後について調べるすべがなかったからである。  

  臨死体験者の体験は死後のの世界の入り口までの体験であり、死後の世界の全容

はこれではわからない。  

 体外離脱体験とは、自分が肉体から抜け出て、肉体とは別の場所へ行く体験のこ

とである。幽体離脱体験とも言う。臨死体験とは異なり、健康上全く問題ない普通



の状態で、頻繁に体外離脱を経験するのである。体外離脱体験者らは自らの人生観、

世界観、宇宙観を一変してしまった。  

 体外離脱体験者として著名なのは、ロバート・モンロー、ブルース・モーエン、

ウイリアム・ブールマン、ロバート・ピーターソン、そして、坂本政道らがいる。  

   

 

 

Ⅱ 体外離脱体験  

 

  体外離脱体験者らが最初の体外離脱体験をするようになるまでの経緯をみる

と、そこにはガイドやヘルパーと言われる生命存在の介入、手助けがあることが推

測できる。とりわけその人の価値観が根底から覆るような体外離脱体験の場合には、

その背後にガイドの関与があるようである。  

 ガイドは偶然では絶対にありえないようなことを意図的に起こして、われわれが

不思議がり、ガイドの存在の可能性について考え出すようにするのである。   

 一般に、守護霊、守護神、守護天使、指導霊、ガーデイアン・エンジェル、ハイ

ヤーセルフ（高次の自己）などさまざまな名前で呼ばれことのあるガイドとは、わ

れわれよりもはるかに意識が進化・成長した知的生命体であり、われわれの霊的進

歩を見守り、指導し、時には援助の手を差し伸べてくれるありがたい存在である。

時には夢の中にあらわれてメッセージを伝えることもある。ガイドはほとんどの場

合、過去世の自分のなかで霊的に著しく進歩した人たちである。われわれ一人一人

に霊的存在である複数のがイドがいると言われている。  

 体外離脱をするためにまず必要なことは、体外離脱したいと心から願うことであ

る。体外離脱することに対して不安や恐怖、心配などがあると、そういう思いが体

験を妨害する。また、ガイドの手助けなしには、体外離脱はできない。  

 体外離脱体験を大きく分けると、一般的な体外離脱体験とモンローの体外離脱体

験がある。  

 

  1 一般的な体外離脱体験  

 

前段階  

 １）意識は明らかだが、肉体が眠る状態になる。  

 ２）全身に振動を感じる。  

 ３）振動するのは肉体とは別の「自分」  

 ４）轟音が聞こえる  

 



体脱段階  

 １）肉体から抜け出る  

 ２）自分が肉体の外にいることがわかる  

 ３）空中にふわふわ浮かぶ  

 ４）自分の肉体を外から見る  

 ５）一度出ると、肉体のことはほとんど感じられない  

 ６）これは夢ではないという自覚がある  

 ７）壁を通り抜ける  

 ８）遭遇する人が自分に気づかない  

 

肉体への帰還とその後  

 １）肉体のことを考えただけで一瞬に肉体内へ戻る  

 ２）意識の連続性  

 ３）体験後も夢ではなかったという自覚がある。  

 ４）見たことが現実と一致する  

 ５）肉体から独立した自分の存在を確信する  

 ６）世界観が根底から覆る。  

 

 体外離脱の時に肉体から抜けでるものは、私自身、すなわち、非物質の存在であ

る。モンローは「soul」や 「spirit」（「霊」や「魂」）という既存の言葉を使

わずに、「Consciousness」（意識）という言葉を多用する。  

非物質界にある非物質の生命エネルギーがさまざまな形に表れたのが、意識である。

意識には生命エネルギーの躍動がある。「意識」には何らかの体があり、モンロー

は肉体を第１の体と考えて、それを「第２の体」と呼んだ。  

 モンローは、人間には二つの非物質の体があり、ひとつは「第２の体」であり、

もうひとつは「第 3 の体」とか「エネルギー・エッセンス」とでも呼ぶべきもので

ある。  

 肉体と「第２の体」はシルバーコードで結ばれており、「第２の体」は肉体から

４、５メートル以上は離れられない。さらに遠くへ行くには、「第２の体」から「エ

ネルギー・エッセンス」が脱け出すのである。  

 非物質界は多層構造になっていて、それぞれの層には、ある特定の振動数が対応

し、その世界が広がっている。そして、それに対応する非物質の体がある。すなわ

ち、意識には振動数があり、振動数を上げ下げすることで、それぞれの振動数に対

応する世界を垣間見ることができる。物質界はその中で一番振動数の低い世界なの

である。  



 物質界はひとつの局のようなもので、意識がその周波数（振動数）に合っている

と、そこの様子が把握できる。つまりラジオの周波数のダイヤルを回していくと、

次々と別の局の放送が聞こえてくるように、振動数を順にずらしていけば、次々と

非物質の別の領域が見えてくるのである。  

 要するに、人は自分の「意識」の持つ振動数を変えることで、振動数に応じた世

界・領域を訪れることができるのである。  

 

 

  2 ヘミシンクによる体外離脱体験  

 

 モンロー研究所は、体外離脱をはじめとする様々な変性意識について研究してい

る民間の研究機関である。モンロー研究所には、同研究所が開発した「ヘミシンク」

という音響技術を使って、だれでも安全に変性意識を体験できるプログラムがある。   

 モンロー研究所の創始者であるロバート・A・モンロー（Robert A. Monroe, 

1915-1995)は、1915年に生まれたアメリカ人である。オハイオ州立大学で工学とジ

ャーナリズムを学び、1939年よりニューヨークで放送プロデューサーの仕事につい

た。もともとラジオ番組のプロデューサーとして活躍し、後にラジオ番組の製作会

社やラジオ局、CATVの放送局を経営したビジネスマンであった。  

 モンローが私財を投じて 1971 年に変性意識の研究所、すなわち、モンロー研究

所を設立することになったのは、1958年の偶発的な体脱体験を契機に人生観が一変

し、42才の頃からモンロー自身がたびたび体外離脱を経験していたからであった。  

 そこで物理学者、心理学者、生化学者、工学者、教育者、精神科医、会社社長、

統計学者らと協力して、一般の人たちがモンローと同様の体験をできるようにする

目的で、「ヘミシンク」を開発したのである。  

 ヘミシンクのポイントは、左右の脳が同期して働くということにある。ヘミシン

クという言葉は、「脳半球同調（hemispheric synchronization)の略語である。左

右それぞれの半脳がシンクロ（同期）するという意味である。  

 ヘミシンクの基本的な仕組みは、「バイ・ノーラル・ビーツ」といって、微妙に

異なる周波数の音を左右の耳から同時にヘッドフォンで聞くというものである。  

 いく組もの周波数の音の組み合わせ方によって、深いリラクゼーションや瞑想状

態、さらには、意識の拡大した状態など、いわゆる変性意識状態と呼ばれる状態へ

導く手助けができる。  

 たとえば、ラジオを聞くとき、ダイヤルを回してどこかの放送局の周波数にあわ

せるとその放送局の番組を受信できるように、どこに焦点を会わすか（フォーカス

するか）で、見えてくる世界が異なる。起きているときは 3次元物質世界に焦点が



あっていることになる。実際にはどういう周波数がヘミシンクに使われているかは

公開されていない。  

 一般の体外離脱体験と異なって、ヘミシンク体験は、「意識」が二つに別れた状

態になる。一つは肉体内にあり、自分の肉体とその周りのことが把握される状態で、

もう一つは肉体を離れ、別の世界に行く。二つの「意識」は細い意識のヒモでつな

がっている。  

 モンローは、意識の変容状態、体外離脱現象に関する研究の第一人者であり、20

世紀最高の体外離脱能力者と呼ばれている。  

 

 

Ⅲ モンローのフォーカス・レベルの内容  

 

 モンローは意識の状態を表すのに、フォーカス・レベルという番号を考え出した。

フォーカス・レベルというのは、非物質である意識がどれだけ本来の特性を取り戻

したのか、その目安を示す番号である。  

 われわれの意識はさまざまな振動数をとることができ、その振動数に対応した世

界が非物質界にある。非物質界は多層構造になっている。  

 フォーカス 22 から上のフォーカスレベルには、それぞれに対応する非物質の世

界、あるいは層がある。フォーカス番号が大きくなるにつれ、それに対応する非物

質界の振動数も高くなっていく。それに対して、フォーカス 10から 15までのレベ

ルは、非物質界の振動数とは直接関係しない、モンロー独自の番号システムである。

（＜図ー１＞参照）  

 このように人の意識を深い瞑想状態へと導く（体外離脱と呼ばれる状態を体験）

ことが可能であり、死者のとる意識状態を体験（死後の世界について探求）でき、

また、自分の過去世記憶を呼び起こしたり、ガイドと呼ばれる高次の意識存在と交

信したり、さらには、宇宙内を探索し、さまざまな生命体と交信したり、森羅万象

が生命エネルギーの躍動であり、表出であることを知ることも可能である。  

 

 

＜図ー１、モンローのフォーカス・レベルとその意味＞  

フォーカス   

  49 

・I・T スーパー・クラスター（I・T クラスターの集合体、I・T クラスターが蜂

の巣状に広がっているように見える。自分の属する I・T クラスターの近傍のみ

把握可能）、銀河系コアと銀河系外宇宙（局所銀河群、銀河団、超銀河団）の探

索。 

  42 ・ I・T クラスター（自分の I・T と結びついたすべての I・T の集合体）、太陽



系外銀河系内（近傍の恒星、星団、惑星状星雲など）の探索。 

  35 
・I・T（現世とすべての過去世の自分の集合体）、太陽系内（太陽、諸惑星、衛

星）の探索。 

  27 

・霊的に進化した人たちによって創られた世界。  

・次の生への輪廻・転成するための場、そのための種々の場（センター）がある。

受け入れの場、癒しの場、教育の場、計画の場、人間界へ入るための場。 

 24～26 

・死後世界信念体系領域。共通の信念を持つ人々の重いが産み出した世界。その

信念に応じた様々な世界がある。互いにだましあうことに喜びを見いだす人が集

まる世界や、アル中地獄、疑似天国など。 

  23 
・死後世界。各自の想いが生み出した世界。そのなかに閉じ込められて出られな

い。仏教で言うところの孤独地獄に相当する。 

  21 ・時空の縁。物質界と非物質界の境界。この世とあの世の境。 

  18 ・ハートスペース。ヒーリングが可能。 

  15 ・無時間の状態。過去世データにアクセス可能。 

  12 ・意識の広がった状態。五感を越えた把握。ガイドとの交信。 

  10 ・体は熟睡、意識は明らかな状態。体外離脱が可能。 

  Ｃ1 ・覚醒状態。 

 

  １、死後の世界  

 

 非物質界では、思いがそのまま形をとって現れることが多い（思いの具現化の法

則）。また、同じような思い、考え方、感情、欲望、価値観、宗教観、思想を持つ

人たちが、吸い寄せられて集まってくる（類は友を呼ぶ法則）。  

 この二つの法則のために、死後世界はいくつもの領域に分かれていて、それぞれ

の中にはいると、そこに住む人または人たちの思いの生み出した世界が広がってい

る。  

 死後の世界はいくつもの世界に細分化されているが、その特徴から、フォーカス

23、フォーカス 24～26、フォーカス 27など、３つの領域に分けられる。  

 

 １）フォーカス 2３  

 このレベルには二つのタイプの死者たちがいる。死者は一人でいる場合が多い。  

① 幽霊、自縛霊 ー この世への強い未練や執着から、この世の家や建物、特定

の場所にいつまでもいつづけるタイプの死者たち。生前の姿のままでいることが多

い。彼らのいる領域は物質界にごく近いレベルなので、彼らには物質界のの様子が

見える。その姿は半透明で、向こう側が透けて見える。  



 この中で、特に性欲に敏感な連中は、生きている人たちの夢の中に侵入して誘惑

したりする。  

 

② 自分の想像の生み出す世界にどっぷりとつかり、かなり長い期間その中にいつ

づけるタイプの死者たち。物質世界から離れたところにあり、物質界との相互作用

はない。目覚めるのが難しい。仏教で言う孤地獄。  

 

 ２）フォーカス 24～26  

 死者は集まっていくつもの集団をなしている。  

 信念体系領域 ー 同じような価値観、信念、思い、考え、感情、欲望、宗教観

を持つ死者たちがそれぞれに集まる。しかも、その共通の思いがそこに一つの世界

を生み出している。モンローによると、人は死後 10 人中 8 人から 9 人は、この信

念体系領域にやってくるという。自分の信念や価値観、思いの中で一番強いものが

前面に出てきて、それに対応する世界へ、磁石のように引き寄せられていく。一つ

の世界の中にいる死者の数は、数百人程度の場合から、数万人という場合もある。  

 

 ① 疑似天国  

  ある特定の宗教を信じる人たちが集まってその思いが作り出したもの。  

  巨大な宗教施設、尖塔を有するものが多数。金色や赤、緑の装飾品。宗教儀式。  

  ここを天国と教えるところと、天国の入り口と教えるところがある。  

 ② 戦いつづける集団  

 ③ 互いに傷つけあう世界  

  人の心を傷つけることを無情の喜びとするような人たちが集まっている地獄

のような世界。  

 ④ 互いに盗みあう世界  

  人の持っているもののなかで、その人が最も大切にしているものを盗むことに

無情の喜びを感じる人たちが集まる世界。常に自分のものを盗まれないかと戦々

恐々としているために安心することがない、地獄のような世界。  

 

 ３）フォーカス 27  

 次の生へ輪廻転生することができる。人間が次の生へ移る準備のためのさまざま

な機能が備わっている。機能をはたすための数々の建物や施設がある。  

 人は死後、フォーカス 23 から 27 までの領域に行く。フォーカス 27 まで到達す

ると初めて次の生へと移る。ほとんどの場合、人間としてまた生まれ変わってくる

ので、人はこの物質的世界と、フォーカス 27 までの間の領域内をぐるぐると回っ



ているのである。すなわち、人は物質界とフォーカス 27 までの間の領域に囚われ

ているというのがモンローの主張である。  

 

 ① 受け入れの場（レセプション・センター）  

    世界中で毎年 1 億人もの人が死ぬ。  

  人は死後、直接フォーカス 27 に来る場合と、フォーカス 23 から 26 にしばら

く囚われてから、フォーカス 27へ来る場合がある。  

 

 ② 癒しの場（ヒーリング・センター）  

  癒しの場の目的は、死者が持つ精神的、肉体的なダメージを癒すことにある。  

  死後すぐにここへ来た場合は、死んだときのそのままの姿であることが多い。

死の過程で受けた肉体上の傷や、死の際に体験した恐怖、絶望、悲しみ、苦痛、孤

独感を癒す必要がある。  

  死後、フォーカス 23から 26へ行ってから、ここへ来た場合には、そこで取っ

ていた姿をそのまま踏襲する。  

  「癒しの場」には、温泉やホテルなど、地上にあるものと同じような施設や場

所が数多く見られる。  

 

 ③ 教育の場（エデュケーション・センター）  

  ここにある巨大図書館は、過去世データーの保管された巨大資料館、いわゆる

アカシック・レコードのある場所である。データの再生方法は、自分の好きな本を

選んで、ホロデックと呼ばれる装置にかけると、内容が順に 3次元的なホログラム

映像として写し出されるのである。  

  また、ここでは、地球以外の生命系に行き、そこの様子を見せてもらうことも

できる。  

 

 ④ 計画の場（プランニング・センター）  

  ここでは、地球生命系全体にわたって、フォーカス 27 までの非物質界も含め

て、今後に起こるすべての事象を計画している。  

    また、ここは次の生についての計画をする場である。選択肢としては、人間だけ

でなく、ほかの天体上の生命系に移り、そこでの生を探求するとか、ヘルパーとな

って、フォーカス 27 内で働いたり、救出活動に参加することもできる。  

 実際には、多くの人が人間として生まれ変わることを選択するようだ。次の生で

人間に生まれることを選ぶと、次に、自分のがイドたちと次の人生について相談し、

その概要を計画するのである。直前の人生での問題点、学習すべき点を整理し、次

の人生で学ぶべきことをきめる。  



    

 ⑤ 次の人生へ送り出す場（リエントリー・ステーション）  

  次の人生へ投入される前に、待機する領域や意識を圧縮する領域など、いくつ

かの領域を通過する。  

 

 救出活動 ー フォーカス 23から 26に囚われている人たちを救出し、フォーカ

ス 27までつれてくる活動のこと。  

 彼らの意識は物質的な世界にしか向いていないので、ヘルパーやガイドなどの姿

は目に入らないが、われわれが体外離脱した状態でもこの物質界と強いつながりが

あるため、かれらはわれわれのことなら知覚できるので、生きている人間の力が必

要なようである。  

 

  2 過去世体験  

    

  過去世の自分の姿が見えたり、過去世について誰かが語ってくれたり、過去世

の一部を再体験することを通じて、自分の過去世の全貌を知るようになる。  

  過去世を知る目的の一つは、過去世に起因した精神的、肉体的な傷やトラウマ

を解消することにある。  

  過去世を体験するには、過去世の自分を再体験する方法（主観的な体験）と、

過去世の自分を外からみる方法（客観的な体験）とがある。  

 

  ① フォーカス 27での過去世体験  

   フォーカス 27 の「教育の場」にはすべての過去世データが保管された資料

館がある。そこで、自分の過去世データのなかから、自分の好きなもので選んで、

再生装置にかけて再体験したり、見たりすることができる。  

 

  ② フォーカス 15での過去世体験  

   その状態は無時間の状態と言われ、意識が時間の束縛から自由になった状態

である。そのため、フォーカス 15 では、意識は過去へも未来へも行くことができ

る。  

 

  ３ 死後世界の先の世界  

 

 １）フォーカス 35  

 地球生命系の持つあらゆる束縛から自由になった状態である。また、I・T（向う

の自分）の存在するレベルであり、すべての過去世と現世の自分の総体がある。そ



の代表格がガイドたちである。さらにこのレベルまで来ると、地球から離れて太陽

系内を自由に探索できる。  

 まず、地球生命系の生み出す束縛とは、地球生命系が生み出す誤った価値観であ

る。この地球生命系の束縛から自由になるには、「われわれは肉体が滅んでも終り

ではない」ということ、「命は永遠なのだ」ということ、「自分はより大きなもの

の一部である」ことを意識の奥深くで知り、誤った価値観の呪縛から解放される必

要がある。  

   

 ２）フォーカス 42  

 I・Tがいくつも集まってさらに大きな集団、I・Tクラスターを形作っている。  

 I・T クラスターは視覚的にはスタジアム状をなしており、自分の I・T クラスタ

ーに属するメンバーの意識を自分の意識のように体験することができるのである。

自分の I・T クラスターのメンバーは地球上の人間に限らず、別の星系にある惑星

にいるほかの生命体である場合も多い。  

 また、太陽系を脱け出してほかの星を訪問することができる。  

 ケンタウルス座アルファやシリウス、アークチュルス、プレアデス星団、オリオ

ン座のリゲルやベテルギュウースなどを訪れたことから、宇宙には至るところに生

命体がいること、人間とよく似た姿の生命体もごく一般的にみられること、魚のよ

うな海のなかに住む生命体も多いということを体験している。  

 

 ３）フォーカス 49  

 I・T クラスターが集まってさらに大きな I・T スーパークラスターを形成してい

る。視覚的には、金色に輝く糸が網の目状(蜂の巣状）をなして、はるか彼方まで

広がっているように見える。  

 ここでは、この I・T スーパークラスターのメンバーの意識を体験することがで

きるだけでなく、銀河系から出て、ほかの銀河や銀河団を訪問することができる。  

 フォーカス 49 を越えて先へ行くためには、銀河系の中心核（コア）に入る。ス

ターゲートと呼ばれるコアを通ると、いくつものフォーカス・レベルを一挙に越え

ていくことが可能である。究極的には、すべての存在、宇宙を含むところ、すなわ

ち、全宇宙の「源」でもあり、生命エネルギーの「源」でもあるところへへ行き着

くものと考えられる。  

 

 ４ スーパー・ラブ  

 



 モンロー研究所での体験で自らわかることの一つに、宇宙のあらゆる存在が生命

エネルギーの表出だということがある。宇宙には愛情、生命力、喜び、好奇心、知

性、感銘、創造性と言った生命エネルギーが満ち溢れている。  

 ところが、人間の場合、文化的・社会的な制約を極端にまで受けているので、生

命エネルギーの本来の姿、形からは程遠く、歪曲した形をとることになった。  

 生命エネルギーとは、創造性、好奇心にとみ、生きる力に溢れ、愛と喜びに満ち

ている。全宇宙の生きとし行けるものすべてのいに地の源、命そのものである。こ

れを「無条件の愛」と呼べる。その源はフォーカス 49 のはるか上にあり、モンロ

ーがエミッターやアパーチャーと呼ぶところを越えた先にある。モンローはその源

まで行ったことはないが、すごい量の無条件の愛を浴び、それによって自分自身が

元の自分ではなくなったという。源には各宗教で言うところの創造主とはかなり違

った存在の創造主がいるという。  

 モンローは創造主の存在を認めており、意識レベルのはるか上の方に、無条件の

愛の源として、創造主が存在するとしており、ここへの回帰が全人類の目的である

としている。『究極の旅』という著書で、モンローは創造主について次のように述

べている。すなわち、  

 ①われわれが人間として生きている限りは、われわれの理解を越えている。②わ

れわれもその一部として参与している進行中のプロセスの設計者である。③われわ

れの理解の及ばないようなことにも、目的を持っている。④右のプロセスにおいて、

必要に応じて調節、微調整を行う。⑤万人、万物に適用される単純な法則を定める。

⑥崇拝も賛美も、おのれの存在を認めることも要求しない。⑦「悪」や「過ち」を

罰しない。⑧われわれの人生での行いに関して、勧めたり妨げたりしないなどであ

る。  

 モンロー研究所を創設したロバート・モンローは、宇宙にみなぎる生命エネルギ

ー・無条件の愛、すなわち、スーパー・ラブに満たされることで永遠の幸せになれ

ると明言している。  

 

モンロー研究所で公式認定されたゲートウエイ・アウトリーチ・トレーナーの坂本

政道は、自ら「モンロー学の集大成」と行っている『死の「壁」を越える SUPER  

LOVE』という著書で次のように要約している。  

 ①死後を探求することは可能である。②人間は死後も存続する。③死後にはさま

ざまな世界が存在する。④どこへ行くかは、「類は友を呼ぶ」の原理に従う。⑤そ

の中のフォーカス 27 へ行くことが当面の目標になる。⑥それは自分のがイド（指

導霊）と呼ばれる存在と親しくなり、ガイドの導きで可能となる。⑦死の不安、恐

怖はガイドとの信頼関係ができあがることでなくなる。⑧私たちは遠い過去から輪

廻してきている。⑨究極の目標は輪廻からの卒業である。⑩輪廻の原因は広義の煩



悩である。それは、欲、感情、誤ったものの見方、価値観、先入観である。⑪輪廻

を卒業するには無条件の愛をその源から受け入れ、無条件の愛に満たされながら、

輪廻の原因となるエネルギー因子（広義の煩悩）を消し去ることが必要である。⑫

愛には心を開かせる働きがある。⑬普段からできるだけ純粋な気持で愛情、慈悲を

施すように努めていくことが必要である。⑭そうすることで、心が無条件の愛を受

け入れる準備が整うのである。そして少しずつ無条件の愛を体験し、その受け入れ

許容度を増していく。最終的に、大量の無条件の愛を受け取ることが可能となる。

⑮そうすることで、源と恒久的なつながりができ、永久の幸せになる。  

 彼は、輪廻の原因とは、人間が生命欲から生じるさまざまな欲と、ありとあらゆ

る感情、それに地球生命系で身についた誤ったものの見方、信念、価値観によると

する。輪廻転生を繰り返す人間学校を卒業するには、スーパーラブすなわち、無条

件の愛について学び、これを自ら発する第１級の人になれば、輪廻から卒業できる

という。そのためには、スーパー・ラブをその源からもらい、それによって完全に

満たされることが必要になる。そうすれば輪廻の要因が消え去るというのである。

無条件の愛は私たちの知っている愛とは違うが、愛以外知らない私たちには、愛を

学ぶことが、無条件の愛を学ぶ手だてになるという。また、愛が霊的進歩を促進す

ると述べている。モンローによると、地球・人間生命系というのは、霊的進歩のた

めの圧縮学習システムであるという。  

 そこで、愛について四つの愛を提示する。第１に、「無条件の愛」である。宇宙

にあふれる生命エネルギーのことであり、仏教では「慈悲の心」と呼ばれるもので

ある。無条件の愛の特徴は、そのまま 100％完全に受け入れられることと、分け与

えてもまったく減らないというものである。  

 第２に、「条件付き愛」である。これこれこういう条件が満たされているから愛

している、という愛である。見返りを期待する愛でもある。例として夫婦の愛、母

性愛、友情、友愛をあげている。  

 第 3に、「愛着」とか「執着」と呼ばれる心である。自分の子供や物に愛着を感

じ、それから離れられない執着する心である。例えとして自己愛をあげている。  

 第４に、「愛欲」である。つまり「性欲がらみの愛」である。  

 

 

Ⅳ 統一思想の霊界論  

 

  1 神様が人間を創造した目的  

 

  世界平和連合の文鮮明総裁のみ言葉を中心に統一思想を体系化した李相憲（1914

～1997）前統一思想研究院院長は、霊界からのメッセージとして、統一思想がアボ



ニムが我々にくださった根元的な思想であるとし、「私は地上から霊界にやって来

たが、真の御父母様の思想を接ぎ木する以外に関心がない。それは、（ここ霊界に

は）真の御父母様の思想よりもさらに次元の高い思想がないということを悟ったか

らである。」と述べている。  

 神様が人間を創造した究極的な目的は、真の愛を中心とした理想家庭の完成を通

して喜びを感じることであった。理想家庭とは、神様を父として侍って生きていけ

る父母と子女の関係を確保するモデル平和理想家庭であった。すなわち、神様と一

つの家族をなし、永遠に喜びを感じて生きる道である。  

 神様の願いは、祖父母、父母、孫と孫娘を中心として、三代が一つの家庭で、永

存される神様に侍って暮らす天一国家庭を探し立てることであった。  

 そのような家庭では、父母の愛、夫婦の愛、子女の愛、兄弟姉妹の愛という四大

愛圏、すなわち四大心情圏が完成するのである。このような家庭であってこそ、永

存する神様のモデル的理想家庭と平和王国になる  

 宇宙の中心は「父子関係」であり、この宇宙を創造された神様と人間の根本的な

関係なのである。父子の関係がもっている特性とは、真の愛と真の生命と真の血統

関係である。神様の前に人間は、絶対的な真の愛の相対として創造されたのである。  

 永遠の真の父母であられる神様は、100％御自身のすべてを投入して人間を創造

され、神様のすべての属性である同位権、同参権、同居権、相続権を付与されたの

である。  

 神様が願われた相対のために真の愛を実践することが、神様の創造のみ業を出発

した核心だったのである。  

 しかし、アダムとエバの堕落以来、長い歴史を通して神様の胸に最も痛む恨とし

て残されてきたものは、天の血統を失ってしまい、兄弟権と所有権までも失ってし

まった事件である。  

 神様の愛と生命と血統が愛の怨讐である姦夫、サタンの所有権に落ちてしまった。

怨讐の血統が生命線であるかのように錯覚し、そこに命をかけて生きている群像こ

そが、今日の堕落の末裔となった人類の悲しい姿なのである。それでこの世界を地

上地獄と呼ぶのである。  

 血統権と長子権、そして所有権を再び取り戻す道は、怨讐を自分の子女よりもも

っと愛する真の愛の力によってサタンを自然屈服させる道しかないのである。  

 堕落の血統を所有している人間は、誰彼を問わず、例外なく血統転換を経て再び

生まれなければならない。その道だけが、神様がくださった創造本年の血縁に還元

する唯一の道だからである。  

 天の真の血統をもってこられた真の父母様を通して祝福結婚受けること、すなわ

ち、交差・交体祝福結婚を通して絶体「性」の人生を完成することが、天の血統を

取り戻す唯一の道であり、神様がこれほどまでに願ってこられた解放圏と釈放圏を



確保し神様の家庭と平和理想世界を永遠にこの地に定着させる究極の方法であり、

手段である。まさに真のオリーブの木に接ぎ木される恩賜である。  

 

 人類の最初の先祖であるアダムとエバが、もし堕落せずに、創造原理にしたがっ

て人格完成を成し遂げていたならば、人類は、絶体価値的存在の位置に立ち、上に

は神様を主体として迎えて絶体服従し、下には自然界の万物を対象として、永遠の

平和王国を享受するようになっていたでしょう。地上界だけでなく、霊界でも永遠

の天国市民として生きるようになっていたのである。  

 人類の先祖アダムとエバが、偽りの父母のサタンにしたがって堕落への道へと陥

った事件こそ、人類歴史上、最初の悲劇であり、最も恨めしく、悲しい恥辱となっ

てしまったのである。  

 文鮮明総裁の生涯は、苦難と迫害で綴られた恨の生涯であった。第 1アダムと第

2 アダムが失敗したすべてのことを蕩減復帰し、完成しなければならない第 3 アダ

ムである真の父母の使命は、救世主、メシヤ、再臨主の使命はもちろん、すべての

宗主たちの使命までも総体的に完遂しなければならない人生である。神様の宇宙創

造がそうであったように、一寸の誤差も許容できない人類再創造の大革命的役事で

あった。それは孤独な生涯路程であり、茨の荒野路程であった。  

 天が文鮮明総裁に人類の真の父母としての印を押され、新時代を開いててくださ

ったことにはいくつかの明確な理由があったからであった。第１に、「為に生きる

人生」すなわち真の愛の人生の価値を実践して勝利し、人類に伝授してあげたその

勝利的基台のためである。第２に、一生を捧げて万難を克服し、勝利的基台を立て、

真の愛の実践教育を通して神様と人間が父子間の関係を再び回復し、定立できるす

べての条件を充足させたからであった。  

  文鮮明総裁は、天のみ旨がどこにあるかをはっきりとと知ったために、人類救援

という天命をにぎって身もだえする、不死鳥の人生を貫いてきたという。  

 そうして、アメリカと世界の宗教界、学界、政界、および各界各層の指導者たち

から、1）神様をよく知る、2）サタンを最もよく知る、３）人間を最もよく知る、

4）霊界を最もよく知る、5）イエス様を最もよく知る、6）聖書および各宗教の経

書の核心内容を最もよく知る、7）人類歴史を最もよく知る、8）真の家庭の価値な

ど、  

８つの分野でチャンピオンの呼称を受けるようになったのである。  

 

  ２ 死後の世界である霊界は実存する  

 



 人間が死ぬと霊界に行く。霊界に行った人間が再び人間として何度も生まれ変わ

ること、すなわち、仏教の輪廻転生は統一思想の再臨復活の原理からは不可能であ

る。  

 まず、人間の二重構造と霊界の関係を見よう。  

 人間の構造をよく見てみると、神は本来、人間を二重構造として創造された。す

なわち、有形世界の現象世界の縮小体として肉身を創造され、無形世界の代表であ

り主人として立てるために、霊人体を創造された。したがって、人間一生は、母親

の腹中で 10 ヶ月、地上界で空気を呼吸して約 100 年、地上界で 100 年くらい生き

て、肉身の機能が終わると、自然に、また自動的に無形世界の霊界に入っていくよ

うになっている。そして永遠な天上世界で永生するように創造された。人間の人生

は、腹中から地上生活を経て、永遠の死後の世界にまで連結されているのである。

そのために、地上生活は次の段階の生である霊界の生のために徹底した準備の生で

なければならない。  

 霊界は肉身を土台として生きているわれわれの目には見えないだけであって、地

上生活の自動的かつ必然的な延長なのである。神様が創造された人間の永遠の本郷

である。   

 霊界は厳然と存在している。妄想の世界でもなく、想像の世界でもない。人間の

選択圏の外にある。良いからといって行き、嫌だからといって行かなくてもよい、

そのような世界ではない。神様が永遠で不変の方であるように、神が創造された霊

界も永遠で不変である。われわれが地上界で肉身を用いて現象世界と各種の関係を

結んで暮らすように、霊界においても人間は霊人体をもって霊界のすべての現象と

密接な関係を維持して生きていかなければならない宿命的存在である。  

 人間には心と体があり、心の上位には霊人体があり、その霊人体が入っていって

暮らす霊界にはもちろん、肉身が暮らしている現実世界のどこにでも神様が実存さ

れる。  

  主体的天上世界を考えなければなりません。人類の分布を考えてみるとき、地

上界の人口とは比較にもならないほど、多くの人々が霊界で生きているのです。  

 したがって、どこが主体でありプラスかといえば、霊界である。体は地上界を代

表し、心は霊界を代表する。主体的な心を忘れる生活、心の世界を忘れる生活をす

れば、地獄に行くようになっている。体が心を打っていた人生から、今からは心が

体を打って屈服させる人生をいとまなければならないときである。  

 このように、私たちは、生活の中で毎日、天上世界が主体になっているという観

念をもっていきなければなりません。日常生活が、主体的天国に対してその相対的

な地上での完成形態を備えなければ、天上世界に行って、完成基盤を形成できない

ということです。直接的関係です。その直接的関係が、毎日、一年、一生を通して



関係を結んでこそ、あの世に行って自分の第２の活動舞台となり、住居地となるの

です。  

 人間は真の愛を通して神様と完全に一つになるとき、完全な人になる。完全な人

とは、たとえ小さな個体の姿であっても、歴史全体を代表した存在であり、また、

未来のすべての因縁を代表した存在であるため、天宙的な価値を備えている。  

 私たちが本当に人間のこのような天宙的な価値を知れば、生きていくにおいて、

心を先に立てて、従っていき、絶対「性」を完成する人生を生きていくべきだとい

うことが明確になる。  

 良心は、自らのすべての言行は言うまでもなく、考えまでも感知し、知っている。

師よりも先に知り、父母よりも先に知り、神様よりも先に知る。永遠の師になった

良心の命令に絶対服従して生きるようにすれば、永生は絶対に保証される。神様の

創造がそのようになっている。  

 

 次に、霊人体と肉身の関係を見ると、より重要なのは肉体でなく霊人体である。

肉身は 100年くらい生きて死ぬが、霊人体は時間と空間を超越して永生する。  

 人生は、霊的な基準と肉的な基準をよく調和させ、霊肉が一つになった完成実体

をなして暮らして逝かなければなりません。現象世界であり有限世界である地上界

の人生で、肉身を土台として霊人体を完成させるべき召命的責任がある。必ず真の

愛の実践を通して体と心が完全一体が成った人生の土台の上で、初めて完熟した霊

人体がその結果結ばれるのである。  

 人間の霊人体は、地上界の人生で完成してこそ、自動的に無形世界である霊界の

天国に入っていく。すなわち、人間は肉身をもって暮らす地上界の人生で、完熟し

た人生、すなわち、この地上に天国をなし、楽しく暮らしてから逝ってこそ、自動

的に天上天国に入城するようになるのである。  

 地上界で暮らす間、われわれの一挙手一投足は、このような天の公法を基準とし

て、一つ残らずわれわれの霊人体に記録されるのである。したがって、霊界に入っ

ていく姿は、肉界での人生を 100％収録した霊人体の姿である。よく熟した善の人

生だったのか、虫に食われ腐った悪の人生だったのかは、霊人体に赤裸々に現われ

るのである。  

 いくら勉強をよくしたとしても、知識が全体のための利益にならず、自分だけの

ためならば、その知識が私を取り除いてしまう。地獄に放り込むというのである。

神様のみ旨である世界一家族理念を中心として、世界のために生きることができる

個人となるべきなのに、世界を無視して個人だけのために生きれば、世界が審判す

るということである。地上生活の一瞬一瞬は、そのまま天上に記録され、後日霊界

に行く日には、地上生活の審判材料になるのである。したがって、すべての人間は、



より大きなもののために犠牲になることを喜ぶ、真の愛の人生を実践しなければな

らない。  

神が審判主ではなく、自らが自分の審判官になる。  

 このような途方もなく恐ろしい天理を知れば、どうしてあえて地上界の人生を、

あらゆるサタンの誘惑に陥り、利己的で、快楽ばかりを追い求める背徳の人生で終

えることができるであろうか。霊人体に傷を負わせ、傷跡をつけることは、命をか

けて慎まなければらない。天国行きか地獄行きかは自らの言行によって決定される

のである。  

 霊人体は必ず、心とからだの円滑な授受作用によって展開すれる肉身の人生を土

台とした真の愛の人生を通してこそ成長し、完熟し、完成するのである。  

 宇宙のすべての存在には、厳然とした秩序がある。神様は私たち人間を不完全な

状態で創造されたのではない。  

 外なる人である肉身の誘惑を果敢に振り切ってしまい、内なる人である良心の道

にしたがって絶対「性」を完成し、人生の勝利を達成することが、人間たる義務で

あり、責任だということを知らなければならない。このような人生を生きる人には、

天運がともにあり、霊人体の完成も見ることができる。  

 

 最後に、天国と家庭（真の愛）の関係についてみよう。  

 天国は、神の真の愛が充満し、真の愛が軸となって立てられた世界である。  

 真の愛がすべての環境権の外形であり、内容でもある世界である。人生の始まり

と終りが真の愛によって一貫している世界である。誰もが真の愛によって生まれ、

真の愛の中で生き、真の愛の懐に抱かれ、真の愛の軌道にしたがって次の世界の霊

界に移って行く人生を生きる人たちの世界である。  

 天国には、反目や蔑視があり得ず、お互いがお互いのために生き会うことが自然

な世界である。  

 お金や名誉、あるいは権力が支配する、そのような世界ではない。一人が成功す

るのは全体を代表して成功することであり、一人がうれしく思うのは全体のために

うれしく思うことであり、一人が喜ぶことは全体がともに喜ぶ、そのような姿の世

界である。  

 天国は、真の愛の空気でいっぱいに満ちている世界である。真の愛を呼吸して暮

らす世界である。いつもどこでも生命が躍動する世界である。すべての構成員が真

なるの神の血縁として因縁結んでいる世界である。全世界がわれわれの体の細胞の

ように、不可分の関係で結ばれている世界である。  

 天国は、神の本質的愛である真の愛だけが支配する世界である。したがって、神

も真の愛のために存在する。天国は、この地で真の愛を完成し、真なる父母、真な



る夫婦、真なる子女、このように少なくとも 3代がともに真の愛を中心とする人生

を生きてから入って行くべき所である。  

 天国は、地上界で先になされなければならない。有形世界の天国が無形世界の天

国をなす前提条件となる。天国にはいる絶対必用条件がすなわち、＇為に生きる＇

つまり、真の愛の生なのである。天国は、真の愛を通して創造される実体的な地上

天国を言うのである。その基盤の上に肉界を離れると自動的に無形実体の天上天国

にようになっている。地上界で天国生活をして生きてこそ天上でも天国生活をでき

るようになる。天国と地獄は、地上での生を通して自ら決定するのである。  

 

 このように、死後の世界である霊界は、地上生活の延長としてすべての人間が自

然に行く世界として実在する世界である。したがって、祝福を受けて原罪を清算し

たのち、霊人体を完成して肉身を脱ぐ人たちには、死ではなく昇華という神聖な儀

式を通して、永生する天の国に行く道を歓送し、祝賀するのである。  

 歴史時代に来ては逝った数多くの聖賢、烈士たちが、今霊界に存在しており、真

の父母様から祝福を受けて絶体善霊となり、神様の地上摂理を手伝っているという

事実を知らなければならない。そしてまた、いつどこで何をしても霊界の先祖たち

がともにいることを忘れず、霊界と歩調を会わせて生きる生でなければならない。

精誠と祈祷によって霊界と交通して生きる地上で完成をみた霊界人になることで

ある。  

 霊界に行けば、全世界の人たちが一度にすべて集まって暮らしても、国境がなく、

五色人種が集まっている。その中で、過去、現在、未来まで、すべてを一つにでき

る家庭的理念をもって準備しているような人が、霊界でも中心指導者になるのであ

る。  

 

 

Ⅴ 終りに  

 

 本稿でモンロー研究所のヘミシンクによる霊界探索と統一思想の霊界論を検討

した結果、次のような結論に至った。  

 第 1に、モンロー研究所は、体外離脱の方法を通して、人間は死後も存続し、死

後にはさまざまな世界が存在するなど、死後世界の実在を明らかにした点は統一思

想の霊界論の立場からは高く評価できる。  

 ところが、モンローは、体外離脱の時に肉体から抜けでるもの、私自身、すなわ

ち、非物質の存在を「soul」や 「spirit」（「霊」や「魂」）という既存の言葉

を使わずに、「Consciousness」（意識）という言葉を多用する。さらに、「無条

件の愛」を与える創造主に対しては、各宗教で言うところの沿う造酒とはかなり違



った存在の創造主がいると主張する。モンローも坂本も体外離脱した第２の肉体を、

霊や霊魂と言わずに意識とすることによって本質を曖昧にしており、坂本は神様と

いう言葉を意図的に回避している。統一思想の「霊人体」という述語は意にかなっ

たものである。  

 第 2に、モンローも坂本も、何度も人間に生まれかわるという仏教の輪廻転生を

主張する。使命を果たし得ず霊界に行った霊人体が、みずからの果たし得なかった

使命を完遂するために、地上人に再臨復活して協助する。霊界に行った人間が再び

人間として何度も生まれ変わること、すなわち、仏教の輪廻転生は統一思想の再臨

復活の原理からは不可能である。  

 第 3に、坂本は、愛について四つの愛を提示する。「無条件の愛」、「条件付き

愛」  

「愛着」とか「執着」、「愛欲」である。神様を意図的に回避しようとしているた

めに、神様の愛でなく、人間的な愛を中心としたものとなっている。  

 統一思想では、神様の願いは、祖父母、父母、孫と孫娘を中心として、三代が一

つの家庭で、永存される神様に侍って暮らす天一国家庭を探し立てることであった。  

 そのような家庭では、父母の愛、夫婦の愛、子女の愛、兄弟姉妹の愛という四大

愛圏、すなわち四大心情圏が完成するのである。このような家庭であってこそ、永

存する神様のモデル的理想家庭と平和王国になる。神様の真の愛として、父母の愛、

夫婦の愛、子女の愛、兄弟姉妹の愛という四大愛圏、すなわち四大心情圏の完成を

あげている。  

 

 モンロー研究所には、目的の違う 11種類の 1週間の滞在型プログラムがある。  

 

＜図ー2、モンロー研究所の滞在型プログラム＞  

  各プログラム 
フォーカス  

レベル 
                 プログラム概要 

ゲートウエイ・

ボエイジ 
10、12、15、21 

・肉体は眠り、意識は覚醒した状態であるフォーカス 10（意

識と物質界が分離する最初のフエーズ）から、「この世」

と「あの世」の境界であるフォーカス 21 までの意識を体験

する。 

ガイドラインズ 10、12、15、21 

・ガイドとのコミュニケーションを円滑にするためのトレ

ーニングをする。  

・ドルフィン・エナジー（dolphin energy)と呼ばれる、自

己や他者を癒すメソッドを学ぶ。 

ハートライン 10、12、18 
・日常生活における愛情体験の障害物（ハートチャクラの

詰まり）を取り除くことにより、本来の自分を発見する。 



ライフライン 10、12、15、21~27 

・死後世界についての概要を学ぶ。フォーカス 23ー26 に

囚われている意識存在がフォーカスす 27 にあるレセプシ

ョンセンター（受け入れの場）へ行くのを手助けするレト

リーバル（救出活動）を行う。 

タイムライン 10、12、15 

・過去を追体験し、成長や進歩の障害となっている凝り固

まった信念や感情を解き放つ。  

・過去世の体験を探索し、それが今世にどのような影響を

与えているかを知る。自らの過去世を癒すことにより、新

たな未来の可能性を拓く。  

・未来の可能性、起こりうる事象、人生の目的を理解する。 

エクスプロレー

ション 27 

10, 12, 15, 

21~27~35 

・フォーカス 27 の様々なセンター（場）を訪れ、それらに

ついて学ぶ。受け入れの場、癒しの場、計画の場、学習の

場などである。フォーカス 34・35 を訪れる。 

MC スクエアド 12 

・ハートのエネルギーの流れを浄化し、創造的エネルギー

が、自分に流れ込むようにすることで、直感力と願望実現、

念力を可能とする。 

スターラインズ 

10 、 12 、 15 、

21~27~35,42,49,  

さらに先へ 

・35 よりも高いフォーカスレベルを体験することで、より

大きな自分を体験することができる。また、太陽系や銀河

系内、銀河系外を探索する。意識と宇宙の関わりについて

直接体験による知見を得る。 
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